
関西学生陸上競技連盟



ChampionShip



1. 概要

• 新型コロナウイルス感染症対策の観点から、選手に対して密集して助言することを避けるために、コー

チングエリアの利用制限を設ける。

• コーチングエリアはコーチビブス、撮影可能腕章をしている者のみ利用可能とする。

• 撮影は腕章を着用しているもののみ認める。ただし、禁止エリアでは撮影を行わないこと。

• 各コーチングエリアの各大学利用可能人数は以下とする。

種目 投擲 跳躍 混成
＊フィールド種目のみ

5000ｍ
10000ｍ

その他
トラック種目

コーチ 1名 2名 利用不可

撮影者 1名 2名



2. 受付・返却方法

① ビブスおよび撮影可能腕章の必要枚数について、GoogleFormより回答

（5/14〆切）

＊跳躍各2枚・投擲各2枚・混成各1枚・長距離2枚（ビブスのみ）

・その他トラック種目（撮影腕章のみ）

② 当日受付（確認書提出時）にて、希望した枚数のビブスおよび撮影可能

腕章を受け取る。

③ 競技実施日ごとに、正面玄関にてビブスおよび撮影可能腕章を全て返却。

＊ビブスおよび撮影可能腕章は全て競技実施日ごとに消毒して継続使用

予定。



3. 注意事項

① 必ずマスク・ビブスを着用した状態で指定のエリア内へ入ること。

② コーチングエリアでは、助言をする際、指定されたエリア内であれば移動を認める。た

だし、競技に支障をきたさない範囲で行うこと。

③ 撮影を許可するが、撮影可能腕章をつけ、競技に支障をきたさない範囲で行うこと。

④ 万が一、上記に反する場合、コーチングエリアから速やかに退場してもらう場合がある。

⑤ 試技終了後、速やかにコーチングエリアから退場すること。

⑥ 競技役員の指示に必ず従うこと。



4. コーチングエリア～走幅跳・三段跳～

コーチングエリア（I~N）は以下の通りとし、トラロープ内とする。

コーチングエリア内最前4列（H~M）は自校選手の試技に対して助言を行う時のみ利用可能とする。それ以外

で助言を行うことは認めない。各校で譲り合い使用すること。

赤色で示した撮影禁止エリア（B~D・Q~S最前2列）では、撮影を行わないこと。

＊テレビ撮影の関係上、Q~Sのエリアに関して変更する場合があります。

撮影する際、撮影可能腕章を着用すること。

コーチングエリア

メインスタンド



5. コーチングエリア～走高跳～

コーチングエリア（E~I）は以下の通りとし、トラロープ内とする。

コーチングエリア内最前2列（E~I）は自校選手の試技に対して助言を行う時のみ利用可能とする。各校で譲り

合い使用すること。

＊画像と異なる場合があります。

撮影する際、撮影可能腕章を着用すること。

南サイドスタンド

コーチングエリア



コーチングエリア（G~K）は以下の通りとし、トラロープ内とする。

コーチングエリア内最前2列（G~K）は自校選手の試技に対して助言を行う時のみ利用可能とする。

各校で譲り合い使用すること。＊画像と異なる場合があります。

撮影する際、撮影可能腕章を着用すること。

6. コーチングエリア～棒高跳～

コーチングエリア

バックスタンド



コーチングエリア（E~I）は以下の通りとし、トラロープ内とする。

コーチングエリア内最前2列（E~I）は自校選手の試技に対して助言を行う時のみ利用可能とする。

各校で譲り合い使用すること。＊画像と異なる場合があります。

撮影する際、撮影可能腕章を着用すること。

7. コーチングエリア

～砲丸投・円盤投・やり投～

コーチングエリア



コーチングエリアは右図の通りとし、テント内とする。

コーチングエリアには椅子を設置する。自校選手の試技に対して助言を行う時以外は待機すること

赤色コーン内は撮影・助言可能エリアとする。

自校選手の試技に対して助言を行なう時のみ利用可能とする。

各校譲り合い利用すること。

撮影する際、撮影可能腕章を着用すること。

8. コーチングエリア～ハンマー投～

投擲ピット

コーチングエリア



9. コーチングエリア

～十種1500m・5000ｍ・10000ｍ～

コーチングエリアは右図の通りとし、全て9レーン外側とする。

選手がスタート後1周してから第2コーナーおよび第3コーナー

よりコーチングエリアへ入場すること。

他大学との接触は控え、対人距離を十分にとること。

口頭での助言は認めるが最小限に抑えること。

競技終了後、速やかに第2コーナーおよび第3コーナーから退場

すること。

撮影する際、撮影可能腕章を着用すること。

その他競技に支障のない範囲で助言を行うこと。（円盤投等）

コーチングエリア



ChampionShip



1. 概要

• 新型コロナウイルス感染症対策として、トレーナースペース利用

可能最大人数を制限する。

• 利用後、全日競技終了後に必ず活動報告書を受付へ提出すること

• 新型コロナウイルス感染症対策として、トレーナー活動は自校選

手に限る。

選手人数 ～20名 21～40名 41名～

トレーナー数 1名 2名 3名



2. 受付

• 別紙トレーナー活動誓約書と利用者名簿を記入の上、関西学連ま

でGoogleFormにて提出。（5/14〆切）

• 代表者会議にてトレーナーIDを受け取る

図1：提出状況を元に弊連盟がメインスタンド雨天走路を割り振ったトレーナー活動場所



3. 利用方法

① 代表者会議にて配布する「トレーナーID」を着用し、受付へ

② 利用する旨を伝え、活動報告書を受け取りトレーナースペースへ

③ 利用後、活動報告書に必要事項を記入し、受付へ提出

受付

トレーナースペース
入場口

（2階雨天走路入口）



4. 注意事項

① トレーナースペースでの活動は原則各校専属トレーナーのみ。必

ず配布したIDを着用すること。

② 新型コロナウイルス感染症対策のため、トレーナー活動の対象選

手は自校大学選手に限る。

③ トレーナー活動に関わる物品の管理は、各大学が責任をもって行

うこと。弊連盟は一切責任をとらない。



連絡先：06-6442-8770

大会時連絡先：080-6185-0300(幹事長携帯)


